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初
詣
、十
日
戎
に
厄
神
さ
ん
。一
年
で 

一
番
神
社
に
足
を
運
ぶ
こ
と
の
多
い
時

期
。
こ
の
機
会
に
、兵
庫
に
ま
つ
わ
る

神
様
に
つ
い
て
考
え
た
り
、普
段
の
暮

ら
し
に
感
謝
し
な
が
ら
神
社
を
訪
ね
、

い
つ
も
と
違
う
視
点
で
眺
め
て
み
よ
う
。 

高さ30ｍもの巨岩が存在することが、不思議に感じる上立神岩。その姿は二神が海をかき混ぜた矛先のよう。青みがかった岩は光の具合によって刻 と々色が変化。 

淡路島の4km沖合いに浮
かぶ沼島。昔から漁業が盛
んでハモ、タイなどが有名。
江戸時代には「沼島千軒、
金の島」と呼ばれ、繁栄を
遂げた。沼島水軍を率いた
武将・梶原景時の墓も。 

かつては上立神岩よりも高
さがあった下立神岩。安政
元年の大地震と津波で打
撃を受け、さらに昭和9年の
室戸台風で上半分が折れ
てしまう。島側から見るとほ
かの岩と判別しにくい。 

波に洗われて黒 と々光る平
バエ。長さ約90ｍで「千畳
敷」とも呼ばれる。旧暦の3
月3日には、地元の漁師た
ちの漁船が周囲に集まり、
海上安全と豊漁を願う春の
神事を行う。 

伊弉諾神・伊弉冉神を祀る
おのころ神社。手つかずの
自然が残る山道と急な階
段を上った先にあり、山全
体が神体山とされる霊験あ
らたかな空気が漂う。港から
徒歩約25分。 

2０７９９‐５２‐２３３６ 
（南あわじ市観光協会） 
道案内／電車→JR神戸線舞子駅か
ら高速バス福良下車、タクシーに乗り
換え土生港まで約４０分。または福良
からコミュニティバス西町下車、バス
を乗り換え土生港へ 車→神戸淡路
鳴門自動車道西淡三原ICを南へ。県
道３１号線～７６号線経由で土生港へ。
土生港から沼島汽船で沼島港へ（１
日１０便・約１０分） 

　
日
本
の
国
生
み
伝
説
を
知
っ
て
い
る

だ
ろ
う
か
。
古
事
記
に
は
「
天
つ
神
に

国
創
り
を
命
じ
ら
れ
た
伊
弉
諾
神
と

伊
弉
冉
神
が
、天
の
浮
橋
に
立
っ
て
矛

で
海
水
を
こ
お
ろ
こ
お
ろ
と
か
き
混
ぜ

る
と
、矛
先
か
ら
滴
り
降
ち
た
塩
が
自

ず
と
凝
り
固
ま
っ
て
島
と
な
っ
た
」
と

あ
る
。こ
れ
が
最
初
に
誕
生
し
た
自
凝

島
。二
神
が
降
り
立
っ
て
ほ
か
の
島
を

次
々
に
生
み
、日
本
の
国
土
が
形
成
さ

れ
た
と
い
う
。い
っ
た
い
自
凝
島
と
は
ど

こ
な
の
だ
ろ
う
。
淡
路
島
と
周
辺
に
は

候
補
地
が
い
く
つ
も
存
在
す
る
が
、沼

島
が
最
有
力
と
語
る
の
は
、淡
路
市
・

伊
弉
諾
神
宮
の
宮
司
・
本
名
さ
ん
。「
沼

は
古
語
で〈
玉
〉の
意
味
。
沼
島
は
真

上
か
ら
見
る
と
勾
玉
、つ
ま
り
生
命
体

の
形
を
し
て
い
ま
す
。
淡
路
島
と
の
間

に
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
が

通
る
た
め
淡
路

島
に
属
す
る
島

で
は
な
い
な
ど
、

地
質
学
的
に
貴
重

な
場
所
な
こ
と
も
、国

生
み
の
ド
ラ
マ
を
連
想
さ
せ
る
ん
で
す
」
。 

 
 

神
話
の
象
徴
と
さ
れ
る
海
上
の
上

立
神
岩
を
見
る
に
は
、淡
路
・
土
生
港

か
ら
船
で
沼
島
へ
渡
り
、沼
島
港
か
ら

約
30
分
ほ
ど
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
道
を
行

く
の
が
一
般
的
だ
が
、今
回
は
島
を
知

り
尽
く
す
、と
ら
や
渡
船
の
虎
澤
さ
ん

の
船
で
島
を
一
周
す
る
こ
と
に
し
た
。 

　
空
は
快
晴
で
絶
好
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

日
和
だ
。
旧
の
船
着
き
場
を
出
発
し

て
程
な
く
巨
岩
・
奇
岩
が
眼
前
に
迫
り
、

初
め
て
の
景
色
に
気
分
が
高
揚
す
る
。

「
下
立
神
岩
は
も
と
は
中
央
に
穴
が

あ
り
、30
ｍ
以
上
の
高
さ
が
あ
り
ま
し

た
が
、室
戸
台
風
が
直
撃
し
下
半
分

だ
け
が
残
っ
た
ん
で
す
」
と
虎
澤
さ
ん
。

続
い
て
現
れ
た
平
ら
な
岩
場
・
平
バ
エ
は
、

「
２
人
の
神
が
降
り
立
ち
、夫
婦
の
契

り
を
交
わ
し
た
場
所
で
す
」
。バ
エ
と

は
こ
の
辺
り
で
は
、磯
の
こ
と
を
そ
う

呼
ぶ
。
そ
し
て
、海
原
に
そ
そ
り
立
つ

上
立
神
岩
！
　
海
か
ら
天
に
向
け
て

そ
そ
り
立
つ
姿
は
ま
さ
に
矛
の
よ
う
。

「
天
の
御
柱
」
や
「
竜
宮
の
表
門
」
と

呼
ば
れ
る
神
々
し
い
オ
ー
ラ
に
、兵
庫

の
国
生
み
伝
説
へ
の
思
い
を
強
く
し
た
。 

「
島
め
ぐ
り
は
春
の
気
候
の
い
い
時
が
お
薦
め
」

と
と
ら
や
渡
船
の
虎
澤
賢
信
さ
ん
。釣
り
の
磯

渡
し
が
本
業
な
の
で
観
光
に
つ
い
て
の
時
間
は

要
相
談
。1
周
約
60
分
、1
〜
12
名
ま
で
で
１

５
０
０
０
円
。
2
０
７
９
９
ー
５
７
ー
０
０
３
４ 

※年末年始のお休み・営業時間などは変更する場合があります。確認してからお出かけください。 
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／
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一宮 
中学校 

淡路一宮郵便局 

ファミリーマート 

竹谷 

津名一宮IC

神
戸
淡
路
鳴
門 

自
動
車
道 

郡家 

神宮前 

88

伊弉諾神宮 
榎列 
小学校 

小榎列 

志知 

西淡三原IC

神戸淡路鳴門 
自動車道 

三
原
川 

大
日
川 

31

66

478

自凝島神社 

23

本殿には伊勢神宮から譲り受けた桧の御柱があり、結婚の儀式では左右から男女が周り契
りを交わす。境内には太陽の運行圏を表す「陽の道しるべ」があり、夏至には太陽が伊勢神
宮の方から昇って対馬の海神神社に沈むなど、伊弉諾神宮を中心に重要な神社が配置さ
れている。「淡路島には国生み神話の壮大なロマンがあります」と宮司の本名孝至さん。

自凝島神社から西へ数100ｍ離
れた場所に、国生み伝説の遺
跡が。「葦原の国」（左）は伊弉
諾神・伊弉冉神が生んだ日本
国土を指し、「葦が生えるほど水
が豊かで、米づくりに適した豊穣
な地」を表す。「天の浮橋」（右）
は二神が降り立ったと伝わる。

伊弉諾神・伊弉冉神が
海原を矛先でかき混ぜ
る様子を描いた絵馬500
円。夫婦円満のお守り
は2つ1,500円。縁結び、
安産などお守りの種類
が豊富。

木々の緑に鳥居の朱色が映える全景。
神明造の本殿。拝殿前には2人の
神に夫婦の仕草を教えた、つがいの
セキレイが止まった石も。「国生み
伝説は諸説ありますが、ともに栄えて
いければ」と禰宜の棚田万里子さん。

樹齢約900年の夫婦大楠は高さ30ｍ。
2株の木が途中で一株になっていて
根回り12.4ｍ。2柱の神の御神霊が
宿る御神木として、夫婦円満、子授け、
良縁などの信仰を集める。

　
続
い
て
、
淡
路
島
に
あ
る
国
生
み

伝
説
に
ま
つ
わ
る
2
つ
の
神
社
と
、自

凝
島
説
で
知
ら
れ
る
岩
屋
の
絵
島
を

訪
ね
た
。

　
南
あ
わ
じ
市
榎
列
に
あ
る
自
凝
島

神
社
は
、離
れ
て
見
る
と
こ
ん
も
り
と

茂
る
緑
が
島
の
よ
う
に
見
え
、本
殿

に
は
伊
弉
諾
神
と
伊
弉
冉
神
の
二
神

が
祀
ら
れ
て
い
る
「
神
社
の
西
に
は
三

原
川
が
流
れ
て
い
ま
す
が
、
古
代
は

入
り
江
だ
っ
た
場
所
。
榎
列
＝
え
な
み

と
い
う
地
名
も
水
と
の
縁
の
深
さ
を

表
し
ま
す
」
と
禰
宜
の
棚
田
さ
ん
。
ま

た
、付
近
の
田
畑
の
地
下
か
ら
貝
殻

が
見
つ
か
る
な
ど
、か
つ
て
は
海
に
浮

か
ぶ
小
島
だ
っ
た
と
い
う
伝
説
を
彷

彿
と
さ
せ
る
話
も
多
い
と
い
う
。

　
最
後
は
日
本
最
古
の
神
社
で
、伊

弉
諾
神
が
余
生
を
送
っ
た
「
幽
宮
」
と

伝
わ
る
伊
弉
諾
神
宮
へ
。
砂
利
を
踏

み
し
め
な
が
ら
参
道
を
歩
く
と
桧
皮

葺
の
神
門
が
現
れ
、そ
の
先
に
は
重

厚
な
拝
殿
と
本
殿
が
。
夫
婦
大
楠
を

は
じ
め
深
い
緑
に
包
ま
れ
た
境
内
に

は
不
思
議
な
安
ら
ぎ
が
漂
っ
て
い
る
。

「
私
た
ち
の
祖
先
は
八
百
万
の
神
と

言
っ
て
、海
、大
地
、岩
、山
な
ど
、あ
ら

ゆ
る
自
然
に
神
の
存
在
を
感
じ
、感

謝
の
心
を
捧
げ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

を
日
本
人
独
特
の
豊
か
な
感
性
で
擬

人
化
し
た
の
が
神
話
な
の
だ
と
思
い

ま
す
」
と
宮
司
の
本
名
さ
ん
。

　
古
代
か
ら
米
や
魚
介
、塩
な
ど
を

朝
廷
に
納
め
、「
御
食
国
」
と
呼
ば
れ

た
淡
路
島
。
豊
穣
な
海
に
囲
ま
れ
、

肥
沃
な
大
地
が
滋
味
あ
ふ
れ
る
農
作

物
を
育
み
、「
兵
庫
県
の
縮
図
」
と
も

言
え
る
お
い
し
い
食
材
に
恵
ま
れ
た
島
。

そ
こ
で
国
生
み
伝
説
の
舞
台
を
訪
ね
、

昔
の
人
達
が
大
切
に
し
て
き
た
自
然

を
敬
う
心
や
神
話
に
思
い
を
馳
せ
る

こ
と
は
、私
た
ち
自
身
を
見
つ
め
直
す

機
会
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

神
話
に
関
わ
る
ス
ポ
ッ
ト
で
、

自
然
を
敬
う
心
を
再
認
識
。

u淡路市多賀７４０
2０７９９‐８０‐５００１
午前８時３０分～午後５時  境内参
拝自由  P３０台  道案内／電車
→JR神戸線舞子駅から高速バス
郡家下車、徒歩１０分  車→神戸
淡路鳴門自動車道津名一宮ICか
ら県道８８号線を西へ。津名一宮
ICから約５分

u南あわじ市榎列下幡多４１５
2０７９９‐４２‐５３２０
午前９時～午後５時 境内参拝
自由  P１００台  道案内／電車
→JR神戸線舞子駅から高速バ
ス榎列下車、徒歩１０分  車→神
戸淡路鳴門自動車道西淡三原
ICから県道うずしおラインを経
由、西川交差点左折

伊
弉
諾
神
の
幽
宮
。

淡
路
の
国
の
一
の
宮
へ
。

伊
弉
諾
神
宮

か
つ
て
は
島
だ
っ
た
伝
説
も
。

二
神
を
祀
る
夫
婦
円
満
の
神
。

自
凝
島
神
社

　国生みに始まるすべての

神の仕事を終えた伊弉諾神が、

余生を過ごしたと伝わる。「神

宮」とは全国に23ある格式高

い神社のこと。ここは淡路一

宮で、地元では「いっくさん」

の呼び名で親しまれる。職人

技術の粋を集めた本殿は明

治時代に神陵の上に移築さ

れたもの。15,000坪の広大な

敷地は照葉樹林の緑に覆われ、

厳かな空気が漂う。桧皮葺

の重厚な表門、阿波藩から

寄進された東西神門など建

築上も見どころが多いので、

ゆっくり散策したい。

　遠くからでも目を引く朱塗り

の大鳥居は高さ21.7ｍ。昭和

57年に建てられた、日本三大

鳥居の一つ。この辺りは三原

平野の中の小高い丘陵地に

あることから、かつては島だっ

たという説も残る。楠が生い

茂る中、石段を上って行くと

拝殿があり、ご祈祷が行われ

る神楽殿を挟んで、奥に本殿

が鎮座。裏には八百万の神

を祀る摂社が祀られている。

最近は縁結びや夫婦円満の

神として注目され、敷地内で

取れた塩砂を安産祈願にも

らい受けにお参りする人も多い。

岩
屋
港
の
そ
ば
に
あ
る
約
２
０
０
０
万
年
前
の
砂

岩
層
が
露
出
し
た
絵
島
。西
行
法
師
を
は
じ
め
数
々

の
歌
に
詠
ま
れ
た
景
勝
地
に
は
、橋
で
渡
れ
る
。

伊弉諾神が黄泉の国から逃げ帰る際、
醜女に投げつけて身を救ったという
桃を、困難から身を守る果実としてモ
チーフに。土鈴1,500円。セキレイは
夫婦円満の御神鳥。絵馬500円。

ね

ぎ

かぐらでん

か
く
り
の
み
やひ

わ

だ

ぶ
き

や

お

よ

ろ

ず

み
け
つ
く
に

お
の

こ
ろ
じ
ま

い
ざ
な
ぎ
の
か
み

い
ざ
な
み
の
か
み

西淡三原IC

淡路島南IC

津名一宮IC

北淡IC

洲本IC

淡路IC

東浦IC

神
戸
淡
路
鳴
門 

自
動
車
道 

伊弉諾神宮 

自凝島神社 

沼島 

絵島 



4

上左／人形を操り、えびす様
の神徳を広めた傀儡（くぐつ）
師の祖神を祀る百太夫神社。
「えびす舞」は大阪文楽の源。
上右／伊勢神宮遙拝所で、
ここからは遙かに神宮を拝み
奉る。下左／神様だけが渡る
瑞宝橋。「明治40年の創建
と伝わります」と広報の泉さん。 

西宮神社の可愛
らしい鯛みくじ300
円。元旦から1/11
までのみ登場する。 

三連春日造の本殿は全国唯一の構造。
正月、十日えびすはえびす様が鎮座する
本殿前での参拝可能。阪神タイガース
必勝祈願祭もここで。 

「春先までは鳴門金時を使った芋きんつば
も人気があります」とスタッフのお話。 

商
売
繁
盛
の
神
様
と
し
て
知
ら
れ
る
え
び
す
様
は
、漁
業
の
神
様
。
播
磨
風
土
記
に
登
場
す
る
伊
和
大
神（
大
己
貴
神
）は
、国
づ
く
り

の
神
様
。
神
様
の
座
す
「
鎮
守
の
森
」
に
一
歩
足
を
踏
み
入
れ
ば
、そ
こ
は
神
域
。
厳
か
な
空
気
の
中
に
身
を
お
い
て
み
よ
う
。 

　漁師が網にかけた蛭子神

をお祀りしたのが神社の始ま

りとの伝承が残る古社。この

蛭子神は伊弉諾神・伊弉冉

神が最初に生んで海に流し

た子とされ、神話との縁も深い。

豊臣秀頼寄進の表大門から

入ると境内は広く、池の畔に

は甘酒が名物の茶屋も。1月

9日から11日の十日えびすでは、

100万人以上の参拝客であ

ふれかえるえびす様の総本

社も、県指定天然記念物の

森に囲まれ普段はとても静かだ。 

戎
金
鍔（
き
ん
つ
ば
）3
個
３
５
０
円
か
ら
。
甘
さ
控

え
め
で
、あ
ん
こ
本
来
の
風
味
を
実
感
で
き
る
。 

金
運
や
商
売
繁
盛
を
願
う
福
銭
錦
守
、鯛
の
刺
繍
が
ポ
イ

ン
ト
の
小
守
各
５
０
０
円
。
寅
年
の
絵
馬
２
０
０
０
円
。 

u西宮市社家町１‐１７ 
2０７９８‐３３‐０３２１ 
午前８時～午後６時 境
内参拝自由  P１００台
（十日えびすの際は駐
車不可）  道案内／電
車→阪神西宮駅から
南へ徒歩５分  車→阪
神高速西宮出口すぐ 

阪神高速 
神戸線 

やなぎ通 
グルメシティ 

シェルGS

戎郵便局 

阪神西宮駅 

戎前 43

西宮神社 
谷矢製餡 

　昭和20年創業。和菓子店など
に卸す餡をつくる技を生かし、10
数年前に考案したきんつばが評
判に。「小豆は北海道産の粒が
そろったものを。色鮮やかで形が
崩れにくいのが特徴です」とお店
の方。3時間かけて炊き上げ、冷
やしながら1日寝かすことで、しっと
りとした食感に。十日えびすの3日
間は、赤門前でぜんざいの屋台も。 

谷矢製餡 

u西宮市本町８‐１　2０７９８‐２２‐４３２８ 
午前８時～午後５時  日曜、１２/３１～１/３休  
P１台  道案内／西宮神社から東へ徒歩５分 

西宮神社 

福の神・えびす様総本社。 
神話との関係も興味深い。 

小
豆
の
風
味
が
生
き
た
、 

あ
ん
こ
屋
さ
ん
の
き
ん
つ
ば
。 

い ざ な ぎ の か み  い ざ な み の  

かみ 

道の駅 播磨 
いちのみや 

道の駅 
みなみ波賀 

道の駅 
はが 

フォレスト 
ステーション波賀 

安積橋 

引
原
川 揖保川 

29

6

8

伊和神社 

一宮温泉 

5

伊和神社は延喜式神名帳に記載された歴史ある古社。「この静けさに癒やされるとおっしゃる方が多いですね」と宮司の安
黒さん。本殿裏には社殿造営にゆかりのある鶴石が、境内西には通称弁天さんこと市杵島姫神社が祀られている。広い境
内には夫婦杉をはじめ杉やヒノキの大木が群生し、まるで別世界へと足を踏み入れたような気分になる。 

レストランでは医食同源の考えに基づい
たヘルシーな薬膳粥も。中でもお正月は
おめでたい小豆粥がお薦め。730円。 

　播磨一の宮として古くから

人々に崇敬されてきた伊和

神社。国道29号線沿いの境

内に茂る森は深く荘厳な雰

囲気を醸しており、「昔からこ

の森には神々が宿っていると

感じる人が多かったようです」

と宮司の安黒秀幸さん。神

社では珍しい北向き社殿の

由来となった霊石の鶴石や、

女性を守る神様としても厚く

信仰される市杵島姫神社など、

境内を回れば各所で歴史の

深みを感じられる。 

露
天
風
呂
か
ら
は
正
面
の
高
峰
を
一
望
で
き
眺
望
抜

群
。
正
月
三
が
日
は
甘
酒
の
無
料
配
布
も
行
わ
れ
る
。 

u宍粟市一宮町須行名４０７ 
2０７９０‐７２‐００７５ 
境内参拝自由  P約２００台  道案内
／電車→JR神戸線・山陽電車姫路
駅から神姫バス山崎下車、バスを乗
り換え、伊和神社前下車すぐ  車→
中国自動車道山崎ICから国道２９号
線を北上。山崎ICから約１２km

一宮温泉 
u宍粟市一宮町三方町家原６２４‐１ 
2０７９０‐７４‐８１６４ 
午前１０時～午後９時（１/１は午前６時
～午後６時。レストランは通常午前１１
時～、１/１のみ午前１０時～。いずれも
受付は３０分前まで）  火曜（祝日の場
合は翌日）と１２/３１休  入浴料／大人
６００円、子ども３００円、３歳以下無料、
家族風呂２,０００円（１時間）＋入浴料  
P９０台  道案内／電車→JR神戸線・
山陽電車姫路駅から神姫バス山崎下
車、バスを乗り換え、家原遺跡公園下
車徒歩５分  車→伊和神社から約１５分 

　抜群の保温性を保つ食塩泉が
自慢の温泉では、元旦の営業は早
朝6時から。「対岸の高峰の山から
ご来光が9時頃上がるので、毎年
元旦は朝から営業してます」と店
長の福田さん。新年早々、湯船に
浸かりながら初日の出が拝めるな
んて、この上ないぜいたくだ。また、
日本一といわれる特大サイズの絵
馬を飾る御形神社もすぐ近くに。 

由緒にちなみ絵馬
にも鶴が。国土開
発に尽力した御祭
神・大己貴神から交
通安全のお守りが
人気。写真の絵馬
800円、お守り500円。 

神々が宿る深い森に 
囲まれた静寂の神社。 

伊和神社 

伊
和
神
社
に
詣
っ
た
後
は
、 

新
年
の
ご
来
光
を
温
泉
で
。 

こ
ん
も
り
と
茂
っ
た
森
に
囲
ま
れ
る
よ
う
に
佇
む
社
殿
は
、播
磨
一
の
宮
に
ふ
さ
わ
し
い
入
母
屋
造
り
の
豪
壮
雄
偉
な
建
築
。 

い ち きし ま ひ め  



グルメシティ 

長田 
警察署 

新湊川 

地下鉄長田駅 
高速長田駅 

村
野
工
業
高
校 

兵庫高校 

長田神社 
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3代目の五嶋靖浩さん。「神戸
市内の小・中学校の卒業祝い
などにも利用してもらってます」。
ほうらく饅頭1個74円。白（つ
ぶあん）、抹茶（こしあん）、赤（白
あん）の3種類。 

江
戸
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
「
神
戸
三
社
参
り
」
。１
８
０
０
年
の
歴
史
を
誇
る
長
田
神
社
と
生
田
神
社
、名
将
を
祀
る
湊
川
神
社
、 

三
社
と
言
わ
れ
る
神
社
は
い
ず
れ
も
街
中
に
あ
っ
て
ア
ク
セ
ス
も
至
便
。そ
れ
ぞ
れ
の
御
祭
神
に
祈
願
し
て
、新
し
い
年
の
縁
起
を
か
つ
ぎ
た
い
。 

　西暦201年創建の名大社は、
日本書紀にもその名を記す。
ご祭神である事代主神は「福
の神」としてあらゆる産業の
守護神、開運招福・厄除けの
神として崇敬され、「長田さん」
として古くから親しまれている。
境内には霊験あらたかな楠宮
稲荷社や15世紀の黒漆金銅
装神輿が展示される宝物庫も。
また、県の重要無形民俗文化
財になった節分の追儺式など、
伝承文化の功績も大きい。 

u神戸市長田区５番町８‐１‐４ 
2０７８‐５７６‐０９１２ 
午前９時～午後６時（月曜は正午まで） 無休  
Pなし  道案内／長田神社から南へ徒歩３分 

福の神様「長田さん」に 
商売繁盛を願って。 

長田神社 
u神戸市長田区長田町３‐１‐１ 
2０７８‐６９１‐０３３３ 
午前６時～午後６時（４～９月は午前５
時から） 境内参拝自由  P３０台（１２/
３０～１/３は使用不可）　道案内／電
車→高速神戸鉄道・地下鉄山手線長
田駅から北へ徒歩５分　車→阪神高
速柳原出入口または湊川出入口から
北へ約５分 

肌身守は和紙の柄が雅やか。500円。小振りサイズが可愛い鬼面絵馬
は全7種類で各500円。もとは節分時の絵馬だったが、参拝記念に求める
人が多く、通年購入できる。右は古くから長田神社の神使いとして尊ばれ
た鶏の絵馬500円。戦前まで境内には色とりどりのヒナがいたそうで、別
名「ひなの社」とも呼ばれていた。このほか毎年干支の絵馬も登場。 

　長田神社前へと続く商店
街にある、和菓子の老舗。ほ
うらく饅頭は、かつて傷痍軍
人救済のため将校夫人たち
がつくって純益をあげていた
お饅頭で、北海道十勝産小
豆を使った風味豊かなあんと
しっとり口どけのいい皮が絶妙。
あっさりした甘さとさっぱりし
た後口は幅広く愛されている。 

神
社
前
の
商
店
街
で 

口
ど
け
の
い
い
お
饅
頭
を
。 

境内の楠宮稲荷神社裏にある楠は樹齢800年の御神木。「赤えいの絵馬を奉納し
て痔病をはじめ、病気平癒を祈願される方も多いですよ」と、権宮司の脇さん。 

くろうるしこんどう 

つ い なしき  

そうみ こし  
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　関西在住の有名人などが
戦前から結婚式を挙げたり、
全国に先駆けて披露宴用の
神社会館を建てるなど、古くか
ら恋愛成就や縁結びの神様と
して崇められてきた。創建201
（摂政元）年と歴史は古く、御
祭神は伊勢神宮に祀られてい
る天照大神の幼名である稚日
女尊。繁華街でその荘厳さに
触れられるのもここならでは。 

　1336（延元元）年、湊川の
戦いで自刃した楠木正成公
を祀る湊川神社。1872（明治5）
年、大楠公の忠義を後世に
伝えるために創建、地元で「楠
公さん」の愛称で親しまれる
ほか、全国の歴史ファンの名
所にもなっている。緑に包まれ
た静かな境内は、開運招福・
除災厄　いを祈願する人で
新年のにぎわいは年毎に増す。 

本
殿
の
北
西
に
あ
る
楠
木
正

成
公
の
御
殉
節
地
。
正
月
三

が
日
は
１
６
３
点
の
天
井
画

が
見
事
な
本
殿
内
で
の
殿
内

参
拝
も
可
能（
２
０
０
円
）。 

神
社
北
に
あ
る
生
田
の
森
は

「
か
つ
て
は
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

か
ら
諏
訪
山
ま
で
広
が
る
森

だ
っ
た
ん
で
す
よ
」
と
権
祢
宜

の
酒
井
さ
ん
。 

ブ
レ
ン
ド
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー（
５
０
０
円
）

の
ほ
か
全
３
種
類
。
和
洋
の
コ
ー
ヒ
ー

碗
が
並
ぶ
カ
ウ
ン
タ
ー
も
趣
が
あ
る
。 

　’09年で40周年を迎えた
洋菓子店［フーケ］が展開
する、ワンランク上の大人の
カフェ。ムースやタルトを中心
に、常時約20種類そろうケー
キはオリジナリティ豊かで、見
た目もスタイリッシュ。参拝の
前後は、生田ロードを見下ろ
す２階のカフェで、ゆっくり優
雅な時間を過ごしたい。 

モ
ダ
ン
な
カ
フ
ェ
で 

優
雅
に
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
。 

ワンスプーンスタイルがおしゃれなキャラメ
ルフレッシュ（840円）は手土産にもお薦め。
店内でケーキとドリンクを頼めば、シャーベ
ットと焼き菓子がサービスに！ 

u神戸市中央区下山手通２‐１‐１ 
2０７８‐３９２‐０１０３ 
午前１１時～午後１１時（ラストオーダー午後
１０時３０分）  無休  Pなし  道案内／生田神
社正門から南へ徒歩２分 

u神戸市中央区多聞通４‐４‐３ 
2０７８‐３４１‐６６０７ 
午前１０時３０分～午後８時（土曜・祝日は午後
７時３０分まで、１/１は午前０時～午前４時と午
前１１時～午後７時、１/２と１/３は午前１０時～
午後７時）  日曜、１２/２９～３１休  Pなし  道
案内／湊川神社西門から西へすぐ 

誕生月ごとの花守（500
円）や、桜恋守り（700
円）など、お守りはどれ
も女性好みのデザイン
が魅力。右ページの干
支の絵馬は500円。 

楠木正成公に由来した兜型のお守
り（500円）やしあわせ守（1,000円）。
どちらも厄除け・開運招福を願って。
右ページの鮮やかな絵馬は500円。 

街中にある名大社で 
恋愛成就と長寿祈願。 

生田神社 

名将大楠公を祀る神社で 
開運招福・除災厄　いを祈る。 

湊川神社 

u神戸市中央区下山手通１‐２‐１ 
2０７８‐３２１‐３８５１ 
午前７時～日没まで  境内参拝自由（生田の森は午前 
１０時～午後４時） ※年末年始の開門時間＝１２/３１は午
後６時まで、１/１は午前０時～午後１１時、１/２は午前７時
～午後１０時、１/３は午前７時～午後９時  P１００台（１２/
２９～１/４は使用不可）  道案内／電車→各線三宮駅か
ら北東へ徒歩５分　車→中山手通・神戸税務署西側の
道路を南へすぐ 

マルイ 

ホテル 
トアロード 

東急ハンズ 

阪急 
三宮駅 

地下鉄 
三宮駅 

JR三ノ宮駅 

ト
ア
ロ
ー
ド 

北
野
坂 

生田神社 

JR神戸駅 

高
速
神
戸
駅 

バスターミナル 

HDC神戸 

三井住友銀行 

地
下
鉄
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
駅 

湊川神社 u神戸市中央区多聞通３‐１‐１  2０７８‐３７１‐０００１ 
境内参拝自由 ※年末年始の開門時間＝１２/３１は
午前６時３０分～１/１は午後１１時３０分まで、１/２と
１/３は午前６時３０分～午後１１時３０分、１/４は午前６
時３０分～午後７時３０分、１/５以降午前６時３０分～午
後５時３０分  P２０台（１/１～１/３は使用不可）  道案
内／電車→ＪＲ神戸線神戸駅から北へ徒歩５分、ま
たは高速神戸駅下車すぐ 車→国道２８号線湊川神
社前の交差点北側 

　オープン以来35年間、大晦
日は参拝客のために除夜の
鐘とともに開店し、早朝４時ま
で営業を続けている珈琲専
門店。「普段から女性客が多
いので、生花を飾って華やか
にしています」と店主の大野
伸二さん。炭火珈琲の老舗・
萩原珈琲の豆を使った珈琲は、
どれもコクがあってまろやか。 

初
詣
で
味
わ
い
た
い
、 

薫
り
高
い
炭
火
珈
琲
。 

あまてらすおおみかみ わかひる 

めのみこと 
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　但馬五社の中で最も格式

の高い一宮だが、地元では〈い

っきゅうさん〉の愛称で親しま

れる。由緒は但馬開発の祖

神である天日槍命が八種の

神宝を奉じ、出石に祀ったこ

とから。「古事記や日本書紀

にも登場し、かつては一の鳥

居から社殿まで5kmはあった

そうです」と宮司の長尾さん。

境内には古代より一木一草も

刈り取られることがなかった、

禁足地とされる聖域がある。 

　
豊
岡
市
の
出
石
神
社
、絹
巻
神
社
、

小
田
井
縣
神
社
、養
父
市
の
養
父
神

社
、朝
来
市
の
粟
鹿
神
社
。
但
馬
地

域
に
あ
る
こ
の
五
社
を
総
称
し
て
「
但

馬
五
社
」
と
い
い
、初
詣
に
そ
ろ
っ
て
巡

る
と
ご
利
益
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
。 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
間
は
ち
ょ
う
ど

３
里
。
延
べ
約
50
　
の
道
の
り
を
福
を

求
め
て
巡
る
旅
は
、初
春
ら
し
い
小
旅

行
だ
。「
社
伝
の『
一
宮
縁
起
』に
よ
る

と
、江
戸
時
代
か
ら
五
社
明
神
を
お

参
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
ね
。

初
詣
や
旧
正
月
の
節
分
の
時
期
に
、

巡
ら
れ
て
い
る
人
が
多
い
で
す
」
と
、

出
石
神
社
宮
司
の
長
尾
家
典
さ
ん
。

境
内
の
凛
と
し
た
雰
囲
気
、社
殿
の

造
形
美
な
ど
、い
ず
れ
も
格
式
あ
る

古
社
な
の
で
、そ
れ
ぞ
れ
に
見
ご
た
え

が
あ
る
。 

　
そ
の
う
え
養
父
神
社
で
は
狛
犬
が

オ
オ
カ
ミ
の
形
を
し
て
い
た
り
、粟
鹿

神
社
の
七
不
思
議
と
い
わ
れ
る
勅
使

門
の
鳳
凰
の
話
な
ど
、興
味
深
い
話
や

意
匠
に
も
遭
遇
。
福
と
歴
史
を
た
ど

っ
て
の
冬
の
但
馬
五
社
巡
り
で
、ま
た

兵
庫
を
再
発
見
す
る
。 

最近は全国の一の宮巡
りが盛んなことから、遠く
からも多くの参拝客が訪
れる。絵馬には御祭神の
天日槍命の但馬開拓の
伝承が描かれている。絵
馬500円、お守り500円。 

u豊岡市出石町宮内９９ 
2０７９６‐５２‐２４４０ 
境内参拝自由  P５０台  道案内／電
車→JR山陰本線豊岡駅から全但バ
ス鳥居下車、東へ徒歩７分　車→北近
畿豊岡自動車道・播但連絡道和田山
ICから国道９号線～国道３１２号線を
経て、出石方面へ。和田山ICから約 
２５km

地元に親しまれる 
但馬の「一宮」。 

出石神社 

km

あめのひぼこ  
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　創建は約2,000年以上前と

古く、それだけに境内は清浄な

雰囲気に包まれた神域といっ

た感じ。「昔から神徳の高い神

社として朝廷の尊崇が厚く、国

家の大難の際に勅使が派遣さ

れ、それを記念した勅使門が

今も残っています」と宮司の大

杉和子さん。勅使門門扉にあ

る首を切り落とされた鳳凰の彫

刻や、茗荷神社の豊作占い神

事など、歴史に彩られた興味

深い話も多数伝わる。 

u養父市養父市場８４０ 
2０７９‐６６５‐０２５２ 
境内参拝自由  P５０台  道案内／電
車→JR山陰本線養父駅から全但バス、
養父明神下車すぐ　車→北近畿豊岡
自動車道・播但連絡道和田山ICから
国道３１２号線～国道９号線を経て、大
屋橋交差点を東へすぐ。和田山ICか
ら約１５分 

u豊岡市小田井町１５‐６ 
2０７９６‐２２‐２０２９ 
境内参拝自由  P約６台  道案内／電
車→JR山陰本線豊岡駅から北西へ
徒歩１５分  車→北近畿豊岡自動車道・
播但連絡道和田山ICから国道９号線
～国道３１２号線を経て豊岡市街地へ。
堀川橋西詰を西折しすぐ 

u豊岡市気比４００６ 
2０７９６‐２８‐２４６８ 
境内参拝自由  P約１５台  道案内／
電車→JR山陰本線城崎温泉駅から
全但バス絹巻神社下車すぐ  車→北
近畿豊岡自動車道・播但連絡道和田
山ICから国道９号線～国道３１２号線
を経由。和田山ICから約９０分 

2009年4月の港大橋単独歩
道橋架設に伴い、境内も模様
替え。御祭神は天火明命（あ
めのほあかり）。お守り500円。 

豊岡三大氏神の一つ。
本殿は流麗な春日造りで、
元文年中に造営された
ものになる。お守り500円。 

社殿は桧皮葺の屋根を
持つ但馬を代表する神社
建築。彫刻の見学希望は
社務所まで。お守り500円。 

絹巻神社 小田井縣神社 養父神社 

　円山川河口にかかる港大

橋の東詰めに鎮座し、まるで

海を見据えるように社殿が北

向きに立つ。「場所柄、海部

直命や船魂神など、海にまつ

わる神 を々数多く祀っています」

と宮司の花光亮さ

ん。周囲の絹巻山

は、暖地性原生林

として県の天然記

念物に指定されて

いる。 

　延喜式にも記される式内

社で、この地方の開拓の祖神

である國作大己貴命を祀る。

境内には本殿のほか、4つの

神社があり、なかでも柳宮神

社はもともとこの地で良質の

杞柳がとれたため、

盛大な祭典を行う

ようになったとか。

現在は豊岡の産業

である「鞄の神様」

としても知られる。 

 〈養父の明神さん〉と呼ばれ

る式内社。「かつて桜の名所

として出石藩主が訪れ、戦国

大名の朝倉高清が武功を祈

願したりと、但馬を代表する

大社として親しまれてきました」

と宮司の伊藤千可

志さん。その名残

からか本殿には豪

華な彫刻が随所に

見られ、紅葉の名

所としても有名。 

五社めぐりの記念として、
特製の色紙に各社の守護
印をいただいて回ろう。 

荘厳な雰囲気に満ちた延喜式に定める
明神大社。秋の大祭には子ども相撲の
ほか、「瓶子わたし（さあござれ）」といわ
れるユニークな神事も開催される。お守
り500円。 

各
社
の
狛
犬
を
見
て
回
る
の
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
。角
が
生
え
た
出
石
神
社
、粟
鹿
神
社
に
は
木
製
の
狛
犬
が
。養

父
神
社
は
珍
し
い
狛
狼
、精
悍
な
顔
立
ち
の
小
田
井
縣
神
社
、絹
巻
神
社
は
子
ど
も
を
抱
え
た
狛
犬
が
見
ら
れ
る
。 

u朝来市山東町粟鹿２１５２ 
2０７９‐６７６‐２４６５ 
境内参拝自由  P７０台  道案内／電車
→JR播但線和田山駅から全但バス粟
鹿神社下車、南へ徒歩約１０分 車→北
近畿豊岡自動車道山東IC下車すぐ 

数々の逸話も残る 
朝廷の尊崇厚い古社。 

粟鹿神社 

おおなむちのみこと 

あまの 

あたえのみこと 

港大橋 

Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線 

出
石
城
跡 

久
美
浜
湾 

和田山JCT

コウノトリ 
但馬空港 

気比の浜 

兵庫県立 
円山川公苑 

播但連絡道路 

北近畿豊岡自動車道 

豊岡駅 

養父駅 

和田山駅 
梁瀬駅 

山東IC

城
崎
温
泉
駅 

178

178

482

426

312

483

9

2

3

10

706

出石神社 

小田井縣神社 

絹巻神社 

粟鹿神社 

養父神社 
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　神社の門の役割を果たす

鳥居のルーツは諸説あるが、

鳥居をくぐり境内に入ることは、

神の座す神域に入るということ。

鳥居の構造はシンプルだが、そ

の大きさや形、色、材質はさまざ

まにある。基本的な名称を知って、

神社を訪れる際に、あらためて

その違いを見直してみよう。 

　お参りする時に、自分のやり

方が合っているかどうか作法が

わからない、と言う人は多いはず。

お寺と神社のお参りの違いは、

お寺では両手のひらを合わせ

て合掌し、そのまま頭を下げて

お祈りをし、神社では「二礼（拝）、

二拍手、一礼（拝）」で、一番の

違いは手を打つかどうか。参拝

前、鳥居や門前で一礼したり、

手水舎で身を清めたりする（右

手に柄杓を持ちまず左手を清め、

次に左手に持ち替え右手を清

める）のは同様。何より、神様や

仏様を敬い。純粋な気持ちで、

心からお参りすることが大切だ。 

　邪気を払う役割として、本殿や

拝殿前、参道などでにらみをきか

す狛犬。獅子の姿は、古代エジ

プトの支配者の象徴とされ、神殿

や墳墓に置かれたライオンが原形。

それが中国に渡り獅子像となり、

日本には朝鮮半島から伝わった

高麗犬が転じたものだと言われる。

一般的に向かって右側が阿形、

左側が吽形で、両方の像を狛犬

と呼ぶ。古いものだと頭上に角が

あるものがあり、この場合は角の

ある方が狛犬、ない方が獅子で

一対で獅子狛犬と称する。大き

さも表情もさまざまの狛犬の躍動

感を観察するのもおもしろい。 

写真上から、県道に面した大鳥居のそば、
青空に映える伊弉諾神宮の狛犬。迫力
満点の狛犬に生田神社で遭遇。養父神
社では田畑を荒らす害獣が恐れるオオカ
ミが神の使いに。湊川神社では焼き物の
狛犬が見られる。粟鹿神社の狛犬は苔
がむし歴史を感じさせる。 

写真上から、遠くからでも目立つ自凝島
神社の大鳥居。街路に向かって立つ石
の鳥居を抜けると小田井縣神社の境内
が広がる。伊弉諾神宮の鳥居は直線的
な神明系。円山川のそばに建つ絹巻神
社の鳥居。西宮神社境内の小高い山の
上に立つ小さな鳥居は神宮の方角を向く。 

伊和神社境内にある、播磨旧十六郡内の式内社を祀る播磨十六郡神社。 

※「二拝、四拍手、一拝」の出雲大社のように、拍手や礼の回数が異なる神社も 
あるのでご注意を。 

こ ま い ぬ  

神様の領域に入るため「おじゃまします」
のご挨拶を。 

鳥居の前で一礼。 

手と口をすすぎ、心身を清める（口をす
すぐときは手のひらに水をため、柄杓
には口をつけないように注意）。 

手水舎で身を清める。 

軽く一礼し、賽銭箱にお賽銭を入れ、
鈴の緒を持って鈴を鳴らす（鈴を鳴らす
のは神様に気づいてもらう合図との説も）。 

神前に進む。 

最後にもう一度、 
拝礼。 

深 と々二回、 
拝礼。 

ゆったりと 
手を二回打つ。 
手を合わせた状態で 
神様にお願い事を。 

神額（額束） 

島木 

亀腹 

貫 
台輪 

反増 

くさび 
柱 

藁座 

笠木 
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